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科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：論理・推論・マルチエージェントシステム 
 
１．研究計画の概要 
本研究では人間社会をモデル化したマルチ
エージェントシステムにおいて、個々のエー
ジェントが相互作用を通じて自律的にふる
まうための行動原理を人工知能の手法を使
って形式化することを目的としている。具体
的には、エージェント社会で想定されるさま
ざまな社会的行動、例えば、譲歩、妥協、取
引、協力、競争などのそれぞれの場面で、エ
ージェントが持つ信念をベースに、（１）ど
のような状況でエージェントがそれぞれの
社会的行動を行うことを判断し（意味論）、   
（２）どのような推論を行うことでその判断
が行動として実現されるか（証明論）、（３）
エージェントの行動をどのように計算する
か（計算論）を明らかにする。本研究ではこ
れらのプロセスを計算論理の枠組で形式化
し、エージェントの意思決定のための基礎理
論を構築する。 
 
２．研究の進捗状況 
 
（１）帰納推論とデフォルト推論を使ったエ

ージェント間交渉に関する研究 

（２）

本研究では、エージェント間交渉において、

相手の提案を受け入れるか否かを決める判

断を、知識ベースにおいてその提案を受諾す

るための仮説を生成する帰納推論の問題と

して捉え、妥協による合意形成を図るプロセ

スをデフォルト推論を使って形式化した。帰

納推論とデフォルト推論は、論理プログラミ

ングの拡張言語である解集合プログラミン

グによって実現され、エージェント間交渉の

計算手続きの開発と計算量の解析を行った。 
 

エージェント社会においては、個々のエージ
ェントが持つ情報は不完全であるとされる。
不完全な情報下での推論方式としては人工
知能におけるデフォルト推論が知られてい
るが、本研究では社会的デフォルト論理の枠
組を導入し、不完全な情報下で個々のエージ
ェントがデフォルト推論を行いつつ協調し
て問題解決を行う方法を定式化した。 

エージェント社会におけるデフォルト
推論の研究 

 
（３）

マルチエージェント社会では複数のエージ
ェントが協調、競合しながら、個人的目標や
社会的要求を満たすために行動する。本研究
では論理プログラムで表現されたマルチエ
ージェントシステムを想定し、エージェント
間の相互作用を異なるプログラムの解集合
の相互作用として定式化し、その結果を解集
合プログラミングによって計算する方式を
導入した。 

エージェントの相互作用による社会的
推論の研究 

 
（４）

エージェント社会では、共通の目標を達成す
るためには、各エージェントが共同してプラ
ンニングを行う必要がある。本研究ではエー
ジェントの行動を記述するアクション言語
をマルチエージェントシステムに適用し、複
数のエージェントが目標を達成するために
交渉を行いつつ共同してプランを構築し、
個々のエージェントがとるべきアクション
を決定するための理論を構築した。  
 

マルチエージェントによる共同プラン
ニングの研究 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

(理由) 
本研究は４年計画で行っており、これまでエ
ージェントのさまざまな社会知能の推論メ
カニズムを検討してきた。過去３年間(2008
～2010)の本研究に関連する研究成果(共著論
文を含む)としては、雑誌論文４件、及び国際
会議（査読付）11 件の論文発表を行っている。
さらに 2011 年度に開催される国際会議にも
既に５本(共著論文を含む)の論文が受理され
ていることから、本研究はこれまでおおむね
順調に進展していると考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
エージェント社会において複数のエージェ
ントの利害が対立する場合に、各エージェン
トは自らの利益を最大化するために、他エー
ジェントを欺いたり、誤った行動に導くため
の不誠実な行為をとることが考えられる。こ
のような不誠実な行為は人間社会ではしば
しば観察されるが、そこに至る推論プロセス
や不誠実な行為の意味論の研究は、人工知能
の分野ではこれまであまり研究されていな
い。そこで、本研究の最終年度である 2011
年度には、エージェントの不誠実な行為を論
理的に形式化し、どのような状況でエージェ
ントが不誠実な行為をとり、その推論プロセ
スはどのように実現されるのかを探究する
予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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